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日
野
稲
門
会
々
長

《
こ
挨
拶
》

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
康
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
の
総
会
は
、
７
月
４
日
に
、

日
野
市
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
総
勢
４７
名
の
方
々
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
懇
親
会
を

日
野
駅
近
く
の

『サ
カ
エ
ヤ
茶
楼
』
で

行
い
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
四
年
度
の
事
業
郵

告
、
会
計
報
告
、
２２
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
を
提
案
し
、
原
案
ど
お
り
ご
承
認

い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
度
わ
が
母
校
は
、
秋
の
東
京
六

大
学
野
球
で
５０
年
ぶ
り
の
慶
應
大
学
と

の
優
勝
決
定
戦
で
栄
冠
を
勝
ち
取
り
、

今
年
の
箱
根
駅
伝
で
は
総
合
優
勝
を
、

ラ
グ
ビ
ー
の
全
国
大
学
選
手
権
で
も
準

優
勝
を
果
た
す
な
ど
　
そ
の
活
躍
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
雑
誌

『Ａ

Ｅ
Ｒ
Ａ
』
２
月
１４
日
号
で
は
、
「
早
稲

田
の
逆
襲
始
ま
る
」
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
、
わ
れ
わ
れ
早
稲
□
の
Ｏ
Ｂ
達
も
元

気
を
貫
い
ま
し
た
。

日
野
稲
門
会
で
は
、
今
年
の
目
標
に

「会
員
の
拡
大
」
を
掲
げ
ま
し
た
ｃ
ぜ

ひ
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
会
員
に
な

っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
会
の

サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、
同
窓
生
と

の
交
流
を
深
め
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
生
活

を
充
実
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

神
宮
球
場
で
早
慶
戦
を
楽
し
ん
で
い

る

「早
慶
戦
を
応
援
す
る
会
』
や
、
ラ
グ

ビ
ー
の
試
合
で
母
校
を
応
援
す
る

一日

野
荒
ぶ
る
会
一
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

新
会
員
の
拡
大
を

今
年
の
目
標
に

山

内

治

男

（３５
　
教
育
）

事務局の話を聞く出席会員
(lJI年の総会会場で)

円陣を組んで校歌を斉唱

1懇親会の会場で)

れ
、
試
合
が
終
わ
れ
ば
、
戦
勝
会
や
残

　

の
日
岬
の
地
で
出
会

っ
て
、
新
し
い
交

念
会
や
ら
の
名
日
で
懇
親
を
深
め
て
い
　

流
が
始
ま
れ
ば
幸
い
だ
と
思

っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
　

ま
す
。

ス
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ご

ご

ご

ご
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ど
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1鸞漑鶉仄

バ
ー
ド
ウ
オ
ツ
チ

ン
グ
、
囲
碁
、
力

ラ
オ
ケ
、
茶
道
の

同
好
会
も
あ
り
ま

す
．
『日
野
籠
門
△
ご

の
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ

に
も
詳
し
く
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、

せ
ひ
ご
覧
に
な

っ

て
く
だ
さ
い
，

都
の
西
北
早
稲

田
の
社
で
学
び
、

集
ま
り
散
し
て
人

は
変
わ
れ
ど
＋ナ

数
十
年
後
に
再
り

」

鰈

今

年

度

の

行

事

予

定

鰈

５
月
日
日
　
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

´
　
ν
日
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ヘ
魯
田岡
ＣＣ
一

′
　
２８
日
　
早
慶
戦
を
応
援
す
る
会

６
月
４
曰
　
首
都
圏
早
稲
田
囲
碁
祭

６
月
１９
日
　
第
３２
回
　
総
会

・
懇
親
会

９
月
１０
日

　
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

１０
月
７
日
　
ゴ
ル
フ
∃
ン
ベ

一森
林
公

園
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
一

‐６
日
　
稲
門
祭

″　
２２
日
　
秋
の
収
穫
祭
一芋
掘
り
会
）

′
　
２
日
　
早
慶
戦
を
応
援
す
る
会

１１
月
６
日
　
一二
多
摩
支
部
大
会

，
　
‐８
ロ
　
バ
‐
ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
会

困
日
　
日
野
荒
ぶ
る
会
（早
慶
戦
一

謁
ロ
　
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

柁
月
４
日
　
日
野
荒
ぶ
る
会
（早
明
戦
一

１
月
２

８
□
　
　
　
　
　
一大
学
選
手
権
一

３
月
１０
ロ
　
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

フ
ロ
　
ハ
ー
ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
会

※

日
野
稲
石
会
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日
に
、

歌
う
会
は
、
毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
ち

※
各
日
程
は
、変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

「稲門祭Jは 、ホームカミングデーと同

日に行われる、校友が母校で楽しむことが

できる祭典です.校 友の音楽祭、講演会、

ハレー ドなどのイベントや模擬店などで賑

わいます。どなたでも参カロできますので、

ぜひ、お出かけください。

とヽ き,10月 16日(日)12日寺～

1ところ,早大早稲田キャンパス

日野稲門会では、今年も魅力あふれる稲

門祭記念品を事前販売しています。この収

益金は、「稲門祭奨学金1に なります。

皆さんの温かいご支援をお願いいたします

【問い合せ先l生 川 南平13411402

罐鎮は NEWS
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‐５
年
ほ
ど
前
、
運
動
不
足
解
消
の
た

め
と
思
い
、
近
く
の
練
習
場
で
レ
ツ
ス

ン
を
受
け
た
の
が
、
ゴ
ル
フ
に
は
ま

っ

た
始
め
で
し
た
。

レ
ツ
ス
ン
仲
間
の
転
居
等
で
、
コ
ー

ス
に
出
る
機
会
が
少
な
く
な

っ
た
頃
、

夫
か
ら
稲
門
会
の
話
を
聞
き
、
ゴ
ル
フ

同
好
会
の
コ
ン
ペ
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
参
加
は
、
平
成
２０
年

５
月
で
し
た
。
緊
張
し
ま
し
た
が
、
皆

様
に
優
し
く
し
て
い
た
だ
き
、
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
時
賞
品

と
し
て
、
野
尻
さ
ん
が
描
か
れ
た
絵
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
も
大
事
に
飾

っ
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
帰
路
の
バ
ス
の
中
で
、
ビ
ー

ル
を
片
手
に
、
皆
様
の
ゴ
ル
フ
談
義
を

聞
き
な
が
ら
過
ご
す
ひ
と
と
き
も
、
楽

し
み
の

一
つ
に
な

っ
て
お
り
ま
す
ｃ

今
で
は
、
コ
ン
ペ
の
連
絡
を
心
待
ち

に
し
て
お
り
ま
す
。
年
数
を
重
ね
て
も

上
手
に
な
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
体
力
も

な
く
な
り
現
状
維
持
に
必
死
で
す
。

最
後
に
、
幹
事
の
方
々
に
感
謝
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【幹
事
】
高
橋
　
８
訓
　
６
８
１
１

―

ド

平
成
２
年
に
大
坂
上
か
ら
西
平
山
に

引

っ
越
し
て
き
た
。
近
く
の
浅
川
の
土

手
を
散
歩
し
て
い
る
時
に
、
青
く
可
愛

い
小
鳥
を
見
か
け
た
。
こ
の
美
し
い
力

ワ
セ
ミ
と
の
出
会
い
が
、
バ
ー
ド
ウ
オ

ツ
チ
ン
グ
を
始
め
た
き

っ
か
け
で
あ
る
ｃ

早
速
ニ
コ
ン
の
双
眼
鏡
を
手
に
入
れ
、

犬
の
散
歩
を
兼
ね
、
鳥
見
を
す
る
よ
う

に
な

っ
た
が
、
な
か
な
か
名
前
が
分
か

ら
想
い
。
そ
こ
で
写
真
を
撮
る
こ
と
に

し
た
。
こ
う
す
れ
ば
じ

っ
く
り
図
鑑
と

照
合
で
き
る
。
散
歩
の
時
、
デ
ジ
タ
ル

一
眼
レ
フ
に
剛

ｍｍ
の
リ
フ
レ
ツ
ク
ス
レ

ン
ズ
を
付
け
て
持
ち
歩
く
。
軽
い
の
で

三
脚
な
し
で
も
２０
枚
程
度
撮
影
す
れ
ば
、

１
、
２
枚
は
い
い
写
真
が
撮
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
、
日
野
稲
門
会
の
バ
ー

ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
会
に
参
加
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
粕
谷
、
下
重
両
先
生
の
指

導
の
下
に
鳥
見
を
す
る
。　
一
人
で
行
く

と
‐５
種
類
く
ら
い
の
鳥
に
し
か
会
え
な

い
の
に
、
な
ん
と
３０
種
類
以
上
も
の
烏

に
出
会
え
る
。
鳥
の
声
や
習
性
等
も
丁

寧
に
教
え
て
い
た
だ
く
う
え
、
フ
イ
ー

ル
ド
ス
コ
ー
プ
で
見
せ
て
く
だ
さ
る
。

バ
ー
ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
は
奥
が
深
く
、

ま
だ
ま
だ
の
め
り
込
み
そ
う
で
あ
る
。

【幹
事
】
鈴
本
　
電
鵬
　
６
１
８
６

担
が
少
な
く
、
心
配
し
て
い
た
足
の
肉

離
れ
も
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
降

体
が
テ
ニ
ス
を
要
求
し
、
署
さ
寒
さ
も

も
の
と
も
せ
ず
、
毎
週
コ
ー
ト
に
通

っ

て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
体
重
は
約
６
キ

□
減
り
ま
し
た
。

活
動
は
、
多
摩
平
第
１
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
毎
週
失
曜
日
午
前
９
時
か
ら

２
時
間
、
コ
ー
ト
２
面
を
使
い
、
１０
人

前
後
で
、
最
初
ボ
レ
ー
　
ス
ト
□
―
ク

の
練
習
後
、
ダ
ブ
ル
ス
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
独
特
の
フ^
レ
ー
ス
タ
イ
ル
で

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
自
分
の
体
調
、
都

合
に
合
わ
せ
て
自
由
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
市
内
の
他
テ
ニ
ス
グ
ル
ー
プ

と
の
親
善
試
合
や
新
年
会
が
活
動
に
ア

ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
い
ま
す
。
今
後
練

習
時
間
を
長
く
し
、
技
の
レ
ベ
ル
を
上

げ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

【幹
事
】
小
笠
原
　
容
剛
　
５
５
３
２

同
好
会

・
行
事
だ
よ
り

北
川
　
勝
子

（北
川
賢
治
氏
夫
人
）

日
野
荒
ぶ

る
会

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
行
な
わ
れ
る
、

ラ
グ
ビ
ー
関
東
大
学
対
抗
戦
の
早
慶
、

早
明
戦
を
中
心
に
、
早
稲
田
を
応
援
し

て
い
る
同
好
会
で
す
。

毎
回
２０
名
前
後
の
会
員
が
、
秩
父
宮

ラ
グ
ビ
ー
場
、
国
立
競
技
場
の
中
央
指

定
席
で
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
元
早

大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
当
会
々
員
に
依
頼
し

て
、
ま
と
ま

っ
た
席
を
確
保
さ
れ
る
恵

ま
れ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
ラ
グ
ビ
ー
は
ル
ー
ル
が
難
し
く
て
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
基
本
の

ル
ー
ル
は
、
抱
え
た
ポ
ー
ル
を
ひ
た
す

ら
前
か
ら
来
る
敵
を
蹴
散
ら
し
な
が
ら
、

前
方
の
ゴ
ー
ル
に
持
ち
込
む
こ
と
を
競

う
、
シ
ン
．フ
ル
な
ゲ
ー
ム
で
す
ｃ

こ
こ
２
年
間
は
、
帝
京
大
学
に
学
生

日
本

一
の
座
を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
日
野
荒
ぶ
る
会
」
も
今
シ
ー
ズ
ン
で

９
年
目
を
迎
え
ま
す
。
伝
統
校
の
意
地

に
か
け
て
も
母
校
が
大
学
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
返
り
咲
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【幹
事
】
英
　
　
武

容
卿
　
７
６
２
６

ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
会

コンペで優勝したときの筆者 (右)
(平成20年春のバス車中。隣はこ主人)

バ

シ 多多

`多

多多多

`

テ
ニ
ス
同
好
会

矢
部
　
俊
夫

（
４０

．
理
工
）

市
の
健
診
で
メ
タ
ボ
と
判
定
さ
れ
、

何
か
運
動
を
と
探
し
て
い
た
２
年
前
、

幹
事
の
小
笠
原
さ
ん
か
ら
テ
ニ
ス
勧
誘

の
手
紙
を
受
け
取
り
、
早
速
コ
ー
ト
に

出
か
け
、
久
し
振
り
に
気
持
ち
良
い
汗

を
か
き
ま
し
た
。

ク
レ
ー
コ
ー
ト
な
の
で
、
足
へ
の
負

野鳥を撮影する筆者 (右端)
(昨年秋の武蔵五日市 秋川にて)
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ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

日
野
稲
門
会
に
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

が
あ
る
こ
と
を

『会
報
』
で
知
り
、
昨

年
５
月
に
入
会
し
ま
し
た
。

９
月
に
奥
多
摩
の
御
岳
山
　
上
高
岩

山
へ
の
山
登
り
に
初
参
加
し
ま
し
た
。

自
信
半
分
と
久
し
振
り
の
山
歩
き
の

不
安
半
分
で
し
た
が
、
山
頂
ま
で
の
山

登
り
は
順
調
で
、
山
頂
か
ら
眺
め
る
大

岳
山
や
日
の
出
山
等
眺
望
に
浸
り
ま
し

た
。
帰
り
の
芥
場
峠
か
ら
ロ
ツ
ク
ガ
ー

デ
ン
の
ダ
ラ
ダ
ラ
長
い
下
り
坂
で
は
、

ひ
ざ
が
笑
う
現
象
が
起
き
て
し
ま
い
、

日
頃
の
鍛
練
不
足
を
実
感
し
ま
し
た
。

１１
月
に
は
、
大
月
の
桃
太
郎
伝
説
が

あ
る
九
鬼
山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

富
士
見
平
で
は
、
富
士
山
に
雲
が
か

か

っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
が

っ
か

り
し
て
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
山
頂

で
昼
食
中
に
、
幹
事
さ
ん
が
富
士
見
平

に
戻
り
富
士
山
を
確
認
し
て
引
き
返
し
、

一
同
で
再
び
富
士
見
平
ま
で
行
き
、
今

度
は
富
士
山
と
対
面
が
で
き
ま
し
た
。

山
登
り
は
、
眺
望
や
達
成
感
が
得
ら

れ
、
健
康
維
持
に
最
適
の
趣
味
で
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
と
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【幹
事
】
吉
原
　
８
剛
　
７
６
０
６

幹
事
の
早
川
さ
ん
と
意
気
投
合
し
て

当
会
を
始
め
て
か
ら
８
年
。
お
陰
さ
ま

で
毎
回
盛
況
で
、
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
の
で
、
始
め
て
良
か

っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

現
在
１９
名
の
会
員
の
方
々
が
、
若
か

り
し
頃
の
思
い
出
の
曲
を
遠
慮
な
く
、

自
己
満
足
し
な
が
ら
歌

っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
夫
人
の
方
々
も
４
名
ほ
ど
ご

一

緒
に
楽
し
く
歌

っ
て
お
り
ま
す
。
や
は

り
女
性
ら
し
く
、
ソ
フ
ト
に
会
の
ム
ー

ド
を
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
の
よ
う
に
老
境
に
入

っ
た

者
に
は
、
歌
う
こ
と
が
良
い
刺
激
と
な

り
、
健
康
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
思

っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
楽
し
く
歌
う
た
め

に
は
自
分
を
り
の
苦
労
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
レ
ベ
ル
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
な

い
よ
う
に
、
本
番
に
備
え
て
曲
を
覚
え

る
た
め
に
、
カ
セ
ツ
ト
テ
ー
プ
を
使

っ

て
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
る
の
で
す
。

幸
い
こ
の
会
の
レ
ベ
ル
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
気
を
良

く
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
当
会
が
発

展
し
て
、
健
康
増
進
と

，
ぼ
け
防
止
″

に
ぢ
れ
ば
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

【幹
事
】
早
川
　
ａ
間
　
４
８
７
１

今
思
い
返
す
と
誡
に
懐
か
し
い
が
、

故
市
野
誠

一
さ
ん
に
総
会
で
お
会
い
し

た
の
を
機
に
、
当
会
に
入
会
し
た
。

以
来
毎
月
１
回
土
曜
日
の
午
後
、
豊

田
駅
前
の
勤
労
）青
年
会
館
で
の
例
会
を

楽
し
ん
で
い
る
。
段
級
差
は
点
数
制
の

採
用
に
よ
り
、
細
か
く
ハ
ン
デ
調
整
が

さ
れ
る
の
で
、
腕
前
に
か
か
わ
ら
ず
対

等
に
対
戦
で
き
る
。
１
日
２
～
３
局
。

対
局
中
は
そ
れ
ま
で
の
和
や
か
な
雰
囲

気
が

一
変
し
、
皆
真
剣
に
盤
に
向
か

っ

て
い
る
。

国
立
な
ど
、
他
の
同
好
会
と
の
交
流

や
首
都
圏
オ
ー
ル
早
稲
田
囲
碁
祭
へ
の

参
加

（於
　
日
本
棋
院
）
等
稲
門
会
の

仲
間
と
の
交
流
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
。

私
自
身
は
、
ま
だ

「ザ
ル
碁
」
の
域

を
出
さ
れ
ず
に
低
迷
し
て
い
る
。
こ
れ

は
職
場
の
仲
間
と
短
い
昼
休
み
時
間
内

で
勝
ち
負
け
を
決
め
る
よ
う
な
碁
ば
か

り
を
打

っ
て
い
た
か
ら
で
は
？
と
今
は

少
し
考
え
た
碁
を
打
つ
よ
う
心
が
け
、

「
趣
味
は
囲
碁
で
す
」
と
言
え
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

同
好
の
方
、
気
軽
に
ご
参
加
を
―

【開
催
時
期
】
毎
月
第
３
土
曜
日

他

【幹
事
】
長
谷
川
　
な
剛
　
９
７
６
５

上高岩山々頂にて記念撮影
(昨年9月、前列左端が筆者)

受取利

早
慶
戦
を
応
援
す
る
会

当
会
は
、
春
と
秋
の
六
大
学
野
球
早

慶
１
回
戦
を
応
援
。
今
春
は
、
５
月
２８

日

（土
）
に
実
施
し
ま
す
。

早
稲
田
は
、
昨
秋
、
早
慶
両
校
に
よ

る
ブ
レ
ー
オ
フ
を
制
し
て
の
り
―
グ
優

勝
と
明
治
神
宮
野
球
大
会
初
優
勝
の
栄

冠
を
得
、
さ
ら
に
ド
ラ
フ
ト
ー
位
指
名

の
投
手
３
名
を
輩
出
。

今
年
は
、
昨
秋
首
位
打
者
に
輝
い
た

土
生
翔
平
主
将
を
柱
に
、
連
覇
を
賭
け

て
臨
み
ま
す
。
各
校
の
実
力
は
拮
抗
。

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
試
合
展
開
が
楽

じ
め
そ
う
で
す
。
球
場
で
声
援
と
応
援

歌
に
浸
っ
た
後
、
野
球
談
義
を
し
つ
つ

美
酒
に
酔
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【幹
事
】
生
川
　
博
●
５９３
　
７
２
９
０

応l~t席で母校に声援
(昨年秋の早慶 1回戦)

歌の会で熱唱する筆者

日
野
稲
石
会 大

高
　
秀
樹

（４３

・
理
工
）

日野稲門会
平成22年度収支計算書

(2241～ 23331)
平成23年度収支予算書

(2341--24331)

収入の部 収 入 の部

科   目 金   額 摘   要 金   額 摘   要

会  費 268,000 2000× 134名 240.00C 2000× 120を

Oυ

寄付金 1500C C

組織ま五ノヒネ蔦口ヵ獲罫 94,000 早稲田大学 52,00C 早稲田大学

総会会費 205,000 200,00C 40(ろ×5000

雑収入 0 C

積立金 0 20000C

前年度繰越金 308,678 182.278

計 890744 0/4Z/こ

支出の部 支出の部

文化活動費 131 ,638 収穫祭
'1イ

キング他 142,000 収穫祭 ,1イキンク他

会報発行費 47725 第20号 400部 54000 第21号 600部

通信費 10550 総会、収穫祭案内 14,000 総会、収穫祭案|

旅費交通費 25,260 会尋、三多摩支部他 23,000 会報、稲門祭他

会議費 6660 下打合せ他 7000 下打合せ他

諸会費 32000 三多摩支3B他 52000 三多摩支部他

事務用品費 17,353 インク 元名ラ●ルll 17,000 インクT名ラヽ 71他

支払手数料 9960 郵 便IFFユ千数料 10000 郵便振込手数料

雑 費 16720 生花代ホーム` 一 6,000 ホームヘーシ

総会費 210600 黎調会冒,総会会場震 210、000 零規会費,総会会場差

積立金 200000 200,000

次年度繰越金 182,278 139、27〔

計 890,744 874.278

預 り金 1000C

仮払金 4700 0
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お
茶

と
私

茶
道
を
勉
強
し
よ
う
と
思
い
立

っ
た

の
は
、
１
９
７
９
年
７
月
、
カ
ナ
ダ
の

ア
ル
バ
ー
タ
大
学
に
留
学
す
る
連
れ
合

い
に
同
行
し
、
エ
ド
モ
ン
ト
ン
で
暮
ら

す
う
ち
、
自
分
に
は
日
本
文
化
に
つ
い

て
自
信
を
持

っ
て
教
え
る

（伝
え
る
）

力
が
完
全
に
欠
落
し
て
い
る
と
実
感
じ

●
　
　
　
　
　

議̈

．

た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。

帰
国
し
て
半
年
後
、
茶
道
教
授
の
門

を
た
た
き
ま
し
た
。
幼
少
の
頃
よ
り
曰

舞
を
習

っ
て
い
た
の
で
、
着
物
を
着
る

機
会
が
欲
し
か

っ
た
の
も
事
実
で
す
．

流
儀
は
、
叔
母
と
同
じ

「
大
日
本
茶

道
学
会
」
。
こ
の
流
儀
は
、
明
治
３‐
年

西
海
　
智
恵
子

（４‐

．
文
）

（１
８
９
８
年
）
田
中
仙
樵
先
生
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
も
続
け
て
い
る
の
は
何
故
だ
ろ
う

か
と
改
め
て
考
え
ま
す
と
、
や
は
り
客

を
も
て
な
す
喜
び
が
味
わ
え
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
客
を
迎
え
る
た
め
に
部

屋
の
し
つ
ら
い
を
考
え
、
釜
、
水
指
、

茶
碗
、
菓
子
、
抹
茶
な
ど
を
吟
味
し
て

そ
ろ
え
、
当
日
は
床
Ｆ
掛
け
物
を
飾
リ

花
を
入
れ
、
香
を
た
き
潟
あ
い
を
整
え

る
。　
一
服
の
茶
を
媒
休
に
、
客
は
亭
主

の
心
を
、
亭
主
は
客
の
心
を
察
し
あ
い
、

共
に
そ
の
座
を
作
リ
ト
け
る
。
茶
席
に

い
る
時
は
前
も
無
く
後
ろ
も
無
く
、
ま

さ
に
そ
の
瞬
間
を
楽
し
む
の
で
す
。

朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
近
年
、
茶
道

人
□
が
激
減
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
生
活
が
洋
風
化
し
、
和
室
が
少
な

く
な
り
、
正
座
が
出
来
な
い
、
着
物
が

着
ら
れ
な
い
人
が
多
く
ぢ
り
、
さ
ら
に

作
法
の
習
得
そ
の
も
の
が
目
的
化
し
て

魅
力
が
な
く
な

っ
た
と
い
う
声
も
あ
る

よ
う
で
す
。

情
報
過
多
の
現
代
生
活
の
中
で
、
す

べ
て
が
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
行
き
、
手

早
く
物
事
が
処
理
さ
れ
る
中
で
、
た
と

え
１
時
間
で
も
静
か
に
座
り
、

一
服
の

茶
を
飲
ん
で
心
を
静
め
る
。
い
わ
ば
癒

し
を
求
め
て
茶
道
を
始
め
る
人
が
多
く

な

っ
て
い
る
の
は
私
も
実
感
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
伝
統
を
踏
ま
え
な
が

ら
現
代
の
生
活
に
適
う
茶
道
の
あ
り
方

を
、
各
流
派
の
お
家
元
も
模
索
を
続
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
回
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
稲

門
会
の
同
好
会
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

お
茶
の
楽
し
み
方
が
あ
る
の
か
、
皆
様

と
ご

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
．

御手前中の筆者 (左)(筆者宅の茶室にて)

「お茶を楽しむ会」に

人りませんか

当会々員の西海智恵子さん指導

による 「お茶を楽しむ会Jを 立ち

上げました。

*

〔場所〕西海宅 茶室榊明325121

〔会の趣 旨〕 1どなたでも気楽に

お茶が楽じめる会であることっ

2堅 苦しい流儀や作法にこだわら

ない普段着の茶会であること。

3茶飲み話のできる場として、仲

P03との触合いや日本文化の素睛ら

しい出会いに触れることら

〔開催次期〕季節の変わ り目に、

年 5～ 6回 、午後の 2時 間程度。

〔連絡先幹事〕月ヽ笠原 15835532)

皆様の参カロをお待ちしております。

正
晋 夫 公 クリーン作戦に参加した稲門会員

加
藤
　
弘
祐

阪
本
　
俊
朗

杉
村
　
　
」県

玉
木
　
雅
治

山
□
　
孝

一

渡
邊
　
博
史

《
退
会
会
員
》

飯
野
　
　
一予

橋
本
　
禎
昭

宮
坂
　
　
遅

平
劉

理
工

昭
４８

文

昭
４４

文

昭
４８

教
育

昭
４８

法

昭
４７

教
育

野
村

松
井

野
□

機
械

社
会

仏
文

教
育

国
文

■
日
野
稲
門
会
員
・卒
年
別
構
成

会
計
担
当

事監
査

事
務
局
長

２４
体
育

２３
専
政

３５
教
育

３７
教
育

４０
政
経

４‐
政
経

３４
商

３４
政
経

３６
政
経

３７
理
工

４０
理
工

４‐
政
経

４‐
政
経

４２
工
研
修

４３
理
工

４７
理
工

６‐
理
工

千
田
　
吉
郎

森
田
　
治
夫

山
内
　
も徊
男

阪
本
　
昭
夫

小
笠
原
　
由豆

山
□
　
隆
久

英
　
　
　
武

吉
原
　
　
正

早
川
　
土土
典

実
丼
　
勝
典

高
橋
　
敏
夫

鈴
木
　
武
彦

生
川
　
　
博

石
川
　
　
宏

藤
村
　
重
雄

長
谷
川
洋
文

土
肥
宏

一
郎

↑
会
員
の
動
き

―――――‐《日野稲門会現役員》一一……

幹 ′

◆

「多
摩
川
・浅
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
に
、今
年
も
参
加

日
野
稲
門
会
は
、
昨
年
に
続
い
て
「多

摩
川
　
浅
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
に
今
年

も
参
加
し
た
。

こ
の
作
戦
は
、
ふ
る
さ
と
の
清
流
を

取
り
戻
そ
う
と
い
う
、
日
野
市
が
主
催

す
る
運
動
。
当
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の

一
環
と
し
て
、
今
年
も
４
月
岬
日

（日
）
に
行
わ
れ
た
。

午
前
９
時
３０
分
に
１８
名
の
会
員
が
、

一
番
橋
に
集
合
し
、
約
１
時
間
に
わ
た

り
、
浅
川
両
岸
の
清
掃
活
動
を
行

っ
た
。

《
新
入
会
員
》

「三
多
摩
支
部
大
会
」
の

ご
案
内

国
分
寺
稲
門
会
な
ど
が
主
催
す
る
、

今
年
度
の

「
三
多
摩
支
部
大
会
」
は
、

１１
月
６
日
（日
）
に
、
早
稲
田
実
業
高
校

（国
分
寺
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
　

注̈
井
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
事
務
局
で
ま
と
め

て
申
し
込
み
を
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
、
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

８
獅
　
１
９
５
３

（窪
井
）

名
誉
会
長

顧
　
問

△
蚕
　
長

副
会
長
（ム報
担
当

卒業年 人数

昭和10～ 19年

// 20～ 29年

// 30～ 39年

//40～ 49年

〃 50～ 59年

//60～ 63年

平成 1～ 20年

推薦会員

]

14

59

52

14

9

]5

2

合   計

(21)1151,こ イF)


